
審議資料３ 

 市民意識調査から導き出された課題 

 

 市では，男女共同参画の推進に関連の深い７つの項目について「男女共同参

画に関する市民意識調査」を実施しました。その結果から市民のニーズや新た

に取り組むべき課題などが見えてきました。以下にそれぞれの項目から見えて

きた課題を示します。（【注】（意●）は課題整理番号） 

 

１ 調査の概要 
 
（１）調査目的 
 男女共同参画関する市民の意識とニーズについて，平成１３年度に実施した調査（男

女共同参画に関する意識調査）からの意識の変化や，社会情勢の変化に伴う新たな問題

に対する意識等を調査し，「宇都宮市男女共同参画行動計画（うつのみやパートナープラ

ン）」の見直し及び市が取り組むべき施策の基礎資料とするために実施しました。 
 

（２）調査項目 
１ 男女平等意識 
２ 家庭生活 
３ 社会参画 
４ 少子高齢社会 
５ 職業・就労 
６ 男女の人権 
７ 男女共同参画社会に関する施策 
 

（３）対象者 
 ①宇都宮市在住の２０歳以上の男女 ３，０００人 
 ②旧上河内町，旧河内町在住の満 20 歳以上の男女 ２５０人 
 
（４）調査期間 
 ①平成１９年１月１９日～２月９日 
 ②平成１９年４月２３日～５月１８日 
 
（５）調査方法 
 郵送法によるアンケート調査 
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（６）回収結果 
① 旧宇都宮市 

 回収数 回収率 
全体 １，４６０ ４８．７％

女性 ８５６ ―

男性 ５５９ ―

性別不明 ４５ ―

② 旧上河内町・旧河内町 

 回収数 回収率 
全体 １３３ ５３．２％

女性 ６９ ―

男性 ５９ ―

性別不明 ５ ―

 

２ 調査から導き出された課題 

 

（１） 男女平等意識 

課題 

社会全体において男性優遇と感じる人は特に 30 代の女性で 84.5％と高いことから，30
代の女性が平等感を得られるよう，仕事と家庭の両立支援などターゲットを絞った施策を

展開する必要があります。（意１） 
 

資料 

資料１ 性・年代別各分野における男女の地位の平等感【社会全体で】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　全　　体 　全　　体
《N=856》 《N=559》

　２０歳代 　２０歳代
《N=83》 《N=77》

　３０歳代 　３０歳代
《N=193》 《N=95》

　４０歳代 　４０歳代
《N=145》 《N=91》

　５０歳代 　５０歳代
《N=216》 《N=113》

　６０歳代 　６０歳代
《N=123》 《N=115》

　７０歳以上 　７０歳以上
《N=96》 《N=66》

（％ ）
【 女 性 】 【 男 性 】

（％ ）

57.8

50.6

53.7

58.2

64.6

64.3

50.0

19.5

24.2

23.1

15.9

15.7

27.3 10.6

4.4

10.6

4.3

5.5

6.5

4.2

1.5

20.6

6.3

11.0

7.8

5.7

5.3

3.5

－

3.2

1.3

－

0.9

1.3

1.1

0.9

8.4

13.0

10.6

6.1

6.4

2.2

1.8

－

5.2

0.9

－

1.3

2.7

0 20 40 60 80 100  

65.3

71.1

67.4

65.5

66.7

70.7

45.8

3.6

7.8

9.0

11.1

8.1

14.6

9.6

20.8

13.1

13.9

7.3

9.6

12.7

17.1

10.4

9.2

1.6

2.1

1.2

2.0

1.4

4.1

2.1

0.2

－

－

－

0.5

－

1.0

6.4

5.7

7.6

5.6

6.5

5.2

4.1

4.8

0.5

2.8

0.9

3.3

0 20 40 60 80 100  

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

平等になっている
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【参考資料１】 旧上河内町，旧河内町における「男女の地位の平等感」【社会全体で】 

 

9.8 63.2 14.3 6.0

1.51.5

3.

 

 

 
 

 男性の方が非常に優遇されている   どちらかといえば男性の方が優遇されている  
 平等になっている   どちらかといえば女性の方が優遇されている 

  女性の方が非常に優遇されている   わからない   無回答 
 
資料２ 30 歳代女性が思う「男女共同参画社会の実現に向けて市が力を入れるべき施策」 

１ 仕事と家庭生活の両立支援    ５３．９％ 
２ 女性が働きやすい環境の整備   ４５．１％ 
 
 
（２） 家庭生活 

課題 

男性の 59.4％が家事に参加したいと思っており，また，参加するために必要なこととし

て「夫婦間での話し合い」と「労働時間短縮や休暇制度の普及」を多くあげていることか

ら，男性の家庭参画の支援として，夫婦間のコミュニケーションと働き方の見直しを促進

する必要があります。（意２） 
 
資料 

資料３ 男性の家事・子育て・介護等への参加 
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　全　　体 　全　　体
《N=856》 《N=559》

　２０歳代 　２０歳代
《N=83》 《N=77》

　３０歳代 　３０歳代
《N=193》 《N=95》

　４０歳代 　４０歳代
《N=145》 《N=91》

　５０歳代 　５０歳代
《N=216》 《N=113》

　６０歳代 　６０歳代
《N=123》 《N=115》

　７０歳以上 　７０歳以上
《N=96》 《N=66》

【 女 性 】
（％）

【 男 性 】
（％）

40.9

17.0

13.0

17.9

8.8

23.9

15.7

22.7

18.2

15.8

19.8

24.8

22.6

19.7

71.4

50.4

60.0

59.4

66.2

65.3

20.6

1.1

－

2.6

3.0

0.9

1.7

16.7

0 20 40 60 80 100  

87.7

93.3

63.5 7.3

9.8

14.6

94.0

80.5

90.3

95.2

－

2.6

3.2

6.5

1.9

2.1

6.0

4.1

6.5

6.5

2.1

14.6

3.3

1.4

2.6

－

0.7

－

0 20 40 60 80 100  

参加してほしい（参加したい） 参加してほしくない（参加したくない） わからない 無回答



【参考資料３】旧上河内町・旧河内町における「男性の家事・子育て・介護等への参加」 

【女性】                 【男性】 

95.7

1.4 3.4

57.6 18.6 18.6 5.1

 

 

 

 

 

           参加したい（参加してほしい） 
           参加したくない（参加してほしくない） 
           わからない 
           無回答 

 

 

 

資料４ 男性の家事・子育て・介護等への参加に必要なこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

夫婦の間で家事などの分担について
十分話し合い、協力し合うこと

労働時間短縮や休暇制度を普及させること

男女の役割意識についての社会通念、
慣習、しきたりを改めること

男性の仕事中心の生き方、考え方を改めること

、子育てや介護に必要な知識を学べる機会を充実すること

妻が、夫に経済力や出世を求めないこと

その他

わからない

特に必要なことはない

無回答

57.3

37.3

35.0

20.8

20.1

3.9

3.6

0.4

0.9

3.2

57.4

33.7

37.3

19.3

21.7

2.8

3.2

0.5

0.8

4.5

57.2

45.5

29.8

24.1

16.6

6.3

4.5

－

1.2

0.3

0 20 40 60 80 （％）

全　体 《N=1,083》 
女　性 《N=751》 
男　性 《N=332》 

 

【参考資料４】旧上河内町・旧河内町における 

「男女の家事・子育て・介護等への参加に必要なこと」（上位３項目） 

① 夫婦の間で家事などの分担について十分話し合い，協力し合うこと  ３２．９％ 

② 男女の役割意識についての社会通念，慣習，しきたりを改めること  １６．７％ 

③ 労働時間短縮や休暇制度を普及させること             １４．４％ 
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（３） 社会参画 

課題 

今後行ってみたい活動が「特にない」人は，男女とも前回調査（女性：30.1％，男性：

32.3％）より下回っており，社会的活動への参加意向が高まっていることがうかがわれるが，

現在参画できていない理由として「仕事が忙しいから」をあげる人が特に男性で多く，ま

た前回調査（女性：21.6％，男性：33.3％）より大きく増加していることから，仕事と社会

的活動を両立できるよう，働き方を見直し調和を図れるようにする必要があります。（意

３） 

 
資料 

資料５ 社会的活動の参加状況と参加意向 

 
（％） （％）

自治会等の地域活動

ＰＴＡや子ども会，
育成会の活動

趣味やスポーツの
グループ活動

ボランティアや
ＮＰＯ活動

研究会や勉強会の活動

審議会等の政策決定に
関する活動

その他

特にない

無回答

【 女 性 】 【 男 性 】

《N=856》 《N=559》

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考資料５】旧上河内町，旧河内町における「社会的活動の参加意向」 

 今後行ってみたい活動が「特にない」人の割合   １９．９％ 

資料６ 社会的活動に参加していない理由（上位３項目） 

 

 

 

理由 全体 男性 女性 

仕事が忙しく時間がないから    ３７．２％ ４５．５％ ３０．４％

健康に自信がないから ８．４％ ６．９％ ９．６％ 
出産・育児があるから ８．２％ １．０％ １４．５％ 

現在行っている活動

16.1

6.3

16.8

4.3

5.0

0.7

1.4

54.2

10.9

8.6

4.7

29.9

17.4

12.2

7.0

0.7

25.9

25.6

0 20 40 60 80

16.9

14.5

19.5

6.9

5.0

0.2

1.3

42.6

13.9

4.0

4.7

30.3

19.5

13.4

2.2

20.8

27.3

0.4

020406080

今後行ってみたい活動
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【参考資料６】旧上河内町，旧河内町における「社会的活動に参加していない理由」（上位

 ③ 出産・育児があるから        ６．０％ 

 少子高齢社会 

３項目） 

  ① 仕事が忙しく時間がないから    ３８．８％ 
  ② やりたい活動がないから       ７．５％ 
 

 
（４）

課題 

 少子化が進んだ理由として最も多いのは「経済的負担」で，次いで「雇用条件や保育サ

ービスなど育児と仕事を両立させる社会的なしくみが整っていないから」が多いことから，

育て支援の充実と併せて雇用環境の整備を行う必要があります。子 （意４） 
 
資料 

資料７ 少子化が進んだ理由 

目） 

   ２６．３％ 
② 雇用条件や保育サー

  １９．２％ 
③ 子どもをもつことよりも，

育児・教育のための経済的負担が大きいから

雇用条件や保育サービスなど育児と仕事を両立させる
社会的なしくみが整っていないから

子どもをもつことよりも、自分自身の趣味や余暇などを
大切にする人が増えてきたから

女性の高学歴化や社会進出によって
結婚年齢が上昇したから

結婚しない人が増えたから

親となる人が、子どもを取り巻く社会環境に
不安をもっているから

出産や育児に対する男性の理解、協力が足りず、
女性の精神的・肉体的負担が大きいから

子どもは少なく産んで十分手をかけて
育てたいという人が増えたから

その他

わからない

無回答

 
45.2

34.2

23.0

22.4

19.4

15.8

15.2

6.4

4.7

1.2

2.9

46.7

36.3

20.6

22.8

19.0

15.9

19.5

5.6

4.0

0.9

2.0

43.3

30.4

26.8

22.2

20.4

15.4

8.9

7.7

5.5

1.4

3.9

0 10 20 30 40 50 （％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全　体 《N=1,460》 
女　性 《N=856》 
男　性 《N=559》 

 
 
 
 
 
【参考資料７】旧上河内町，旧河内町における「少子化が進んだ理由」（上位３項

① 育児・教育のための経済的負担が大きいから     

ビスなど育児と仕事を両立させる 
社会的なしくみが整っていないから 

自分自身の趣味や余暇などを 
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大切にする人が増えてきたから  １４．９％ 
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（５） 職業・就労 

課題 

女性の働き方の理想として「再就職型」をあげる人が，内閣府調査に比べて高いという

徴があり，また，女性の再チャレンジに必要なこととして「夫の理解や家事・育児など

の参加」「子どもなどを預かってくれる施設の充実」が上位にあげられていることから，

就職を望む人を対象に，家事・育児との両立に向けた環境整備を行っていく必要があり

特

へ

再
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ます。（意５） 
 
資料 

資料８ 女性の働き方の理想（内閣府世論調査（平成 16 年）との比較） 

 
 
【参考資料８】旧上河内町，旧河内町における女性の働き方の理想 

職業をもたない 

たら再び職業をもつ 
結婚や出産・育児にかかわらず，ずっと職業 

 をもちつづける 
その他 

  無回答 
 
 
 
 
 

　今回調査 　今回調査
《 =856》 《N=559》

　内閣府調査 　内閣府調査

【 女 性 】 【 男 性 】
（％） （％）

《N 》 《N=1,616》

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  女性は

  結婚するまでは職業をもつ 
  子どもができるまでは職業をもつ 
  出産育児期間は一時退職して，子どもが成長 
し

  

  

N

=1,886

出産退職型

3.8

1.6

8.3

4.8

11.5

12.3 50.1

32.4

23.4

38.6

4.5

2.7

3.2

2.7

0 20 40 60 80 100  

1.7

0.9

5.4

4.4
8.9

9.1 37.0

50.9 23.6
1.3

9.9

41.9
2.0 2.8

0 20 40 60 80 100  

無職型 結婚退職型 再就職型 就労継続型 その他 無回答※

0.8 3.8

10.5
60.2

17.3 4.5 3.0



資料９ 女性の再チャレンジに必要なこと 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【参考資料９】旧上河内町，旧河内町における「女性の再チャレンジに必要なこと」（上位

３項目） 

 ① 夫の理解や家事・育児などへの参加               ２５．２％ 
 ② 子どもや介護を必要とする人などをあずかってくれる施設の充実  ２１．３％ 
 ③ 企業等が再就職を希望する人を雇用する制度の充実        １８．９％ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

全　体 《N=160》 
女　性 《N=121》 
男　性 《N=36》 

46.0

34.1

22.9

0.3

8.1

5.9

3.4

1.9

2.0

3.6

30.4

22.1

0

8.2

6.8

3.5

1.5

2.1

3.3

35.8

41.0

24.5

21.8

7.9

4.3

2.7

2.5

1.8

3.8

38.4

49.3

40.3

40.4

0 10 20 30 40 50 60 （％）

夫の理解や家事・育児などへの参加

子どもや介護を必要とする人などを
あずかってくれる施設の充実

業等が再就職を希望する人を雇用する制度の充実

企業等事業所の理解

介護休業などの休暇制度の充実

夫以外の家族の理解や家事・育児などへの参加

就職情報や職業紹介などの相談機関の充実

技能習得のための講座等の充実

その他

わからない

無回答

企

2
19.フレックスタイム制の導入や
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（６） 男女の人権 

課題 

パートナーから暴力を受けたことのある女性は男性の 1.7 倍にのぼっています。DV被害

者で公共の窓口等に相談している人の割合は前回調査と比べて増えているものの，暴力を

受けた人の多くが「相談しようと思わなかった」と答えていることから，相談体制が整備

されていることをさらに広く周知する必要があります。（意６） 
 
資料 

資料１０ パートナーから過去 2年間に暴力を受けた経験 

力を受けた人で相談した人の相談先 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料１１ 暴

0 10 20 30 40 50 60 70

友人・知人

親族

同じような経験をした人

家庭裁判所，弁護士，警察など

市や県等の相談窓口・電話相談など

医師・ｶｳﾝｾﾗｰなど

平成18年調査

平成13年調査

 
【参考資料１１】旧上河内町，旧河内町における「暴力を受けた人で相談した人の相談先」 

 
  友人・知人 
  親族 

同じような経験をした人 
市や県等の窓口・電話相談など 

  医師，カウンセラーなど 
 

　女性
《N=856》

《N=559》

（％）

  

  

　　全体
《N=1,460》

　

　　男性

82.2 5.0

7.57.5

12.7

10.8 83.0 6.2

0 20 40 60 80 100  

85.0

あった まったくない 無回答

25.0

33.3

16.7
16.7

8.3
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資料１２ 相談の有無（暴力を受けた人） 

 

参考資料１２】旧上河内町，旧河内町における「相談の有無（暴力を受けた人）」 

相談したかったが，相談しなかった 
相談しようとは思わなかった 
無回答 

　　全体

　
《N=109》

　　 性
N=42》

 

 

 《N=158》
　女性

（％）

 

 

 

31.0

 

 

 

 

 

【

 

  相談した 
  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男
《

相談しようとは思わなかった

35.8

14.3

20.9 43.7 4.4

0 20 40 60 80 100  

22.0

21.4

36.7 5.5

61.9
2.4

相談した 相談したかったが、相談しなかった 無回答

27.8 38.9 27.8 5.6
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（７） 男女共同参画に関する施策 

課題 

 男女共同参画社会の実現に向けて力を入れたらよいと思う施策の上位 3 項目はU「仕事と

家庭生活の両立支援」「高齢社会における生活の安定」「子どもの頃からの男女共同参画に

関する教育・学習」となっており，これらのニーズに的確に対応する必要があります。U（意

７） 

 

資料 

資料１３ 男女共同参画社会の実現に向けて市が力を入れるべき施策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考資料１３】旧上河内町，旧河内町における 

「男女共同参画社会の実現に向けて市が力を入れるべき施策」（上位３項目） 

① 子どもの頃からの男女共同参画に関する教育・学習   １８．６％ 
② 仕事と家庭生活の両立支援              １６．６％ 
③ 高齢社会における生活の安定             １６．２％ 

仕事と家庭生活の両立支援

高齢社会における生活の安定

子どもの頃からの男女共同参画に関する教育・学習

女性が働きやすい環境の整備

男女の人権の尊重に向けた取組

地域社会における男女共同参画の促進

男女平等意識の啓発

市民の活動拠点（男女共同参画推進センター）の充実

女性の人材発掘

女性の政策・方針決定過程への参画

その他

わからない

無回答

37.0

32.9

29.8

29.1

14.5

10.2

8.8

4.8

4.3

4.0

2.2

3.0

2.9

38.8

35.0

28.9

33.5

13.6

8.9

8.1

3.9

4.4

3.9

1.4

3.4

2.1

34.2

29.2

31.8

22.4

15.9

12.7

10.2

6.3

4.1

4.1

3.6

2.0

4.3

0 10 20 30 40 50（％）

全　体 《N=1,460》 
女　性 《N=856》 
男　性 《N=559》 


